
第 468 回岩手県青少年環境浄化審議会議事録 

 

１  日 時 

令和３年３月８日（月）13 時 30 分～14 時 45 分 

 

２  場 所 

いわて若者カフェ（岩手県公会堂地下） 

 

３  出席者 

（１） 委員（５名） 

遠藤 隆     会長 

五十嵐 のぶ代  委員 

大久保 牧子   委員 

菊池 ユウ子   委員 

杉本 貴宏    委員 

 

（２） 県側（３名） 

    若者女性協働推進室 

特命参事兼青少年・男女共同参画課長   高井 知行 

主  査   髙橋 省一 

主  事   本山 博仁 

 

４  会議の概要 

（１） 開 会 

髙橋主査の司会により開会。 

（２） 審議会成立 

事務局から、５名の委員が出席したことにより、青少年のための環境浄化に関す 

る条例第 23 条第２項の規定（委員の半数以上の出席）に基づき、審議会成立を報 

告。 

（３） 議事録署名人の指名 

議事録署名人は会長のほかに、会長が菊池委員を指名。 

（４） 議事（要旨） 

【事務局】 

条例第 10 条第１項に基づく「青少年に不健全な図書類の指定」の適否に 

ついて、知事の諮問事項（図書類４冊）を説明。 

 

 ― 各委員審査 ― 

 

 



【五十嵐委員】 

  全冊指定でお願いします。 

  最近は、コロナ禍で外出を自粛し巣ごもりする時間が増え、本を読む機会

が全国的に増えてきているように感じます。一般的にインターネットで説明

してある内容を信じがちですが、活字になっているとまるで事実であるかの

ようにより強く感じるため、これらのような本は、物事の分別がつく判断力

のある成人が個人的な趣味として購入すべき本であると考えます。 

  ２番では、マフィアに関することや死刑囚の家の写真が掲載されていたり、

３番では、政治と裏社会とのつながりについて詳しく書かれてあったり、青

少年にとって有害な内容となっていました。 

  また、気になったのがやくざに関する記事で、実際にリモートで取材して

いるような記事がありましたが、どこまで信ぴょう性があるのか判断が難し

い内容でした。 

 

【菊池委員】 

  全冊指定でお願いします。 

  全冊を通じて、女性を簡単に裸にして、卑猥な撮影をしている描写が多く

あり、全体的に青少年に不適切な内容になっていました。 

       また、誰が書いているのかよく分からない記事が多くあり、責任のある記

事の内容になっているのか疑問でした。 

       広告と記事の内容が結びつくような編集になっている雑誌が多くあり、初

めての人でも簡単に利用できるように誘うような内容になっているため、青

少年がそのようなものに手を付けるおそれがある内容でした。 

韓国の K-POP の人たちなど、青少年が興味を持ちやすい芸能人の卑猥な写

真が数多くあったほか、温泉での隠し撮りなど犯罪行為を助長するような内

容の記事もありました。 

 

 

【大久保委員】 

  全冊指定でお願いします。 

  １番、３番、４番は、卑猥で露骨な写真を多く使用していて、青少年の性

的な感情を刺激する内容になっていました。また、芸能人の薬物に関する事

件を性行為とつなげて扱ったり、海外から運ばれている仕組みを紹介したり

など、青少年に対して薬物に関する犯罪を誘発するような内容になっていて、

青少年にふさわしくない内容となっていました。 

  ２番では、暴力団や暴走族など反社会的な行為を称賛するような内容を、

やくざネタ専門のライターによって多く書かれていましたが、青少年に法に

触れる行為をそそのかす内容となっていたため、個別指定に該当すると判断

しました。 



審議会委員署名 

 

 

   会長                       

 

 

   委員                       

 

【杉本委員】 

  全冊指定でお願いします。 

  今回はやくざや暴力団について取り扱った図書が多くありました。また、

同じ出版社では同じような広告が出回っているため、このような広告会社が

なくならない限り、不健全な図書類が世の中に出回り続けるのではないかと

危機感を持ちました。 

１番は、風俗の場所や内容について詳細に書かれてあったため、青少年に

ふさわしくない内容となっていました。 

２番は、全体の３分の１以上がやくざや暴力団の記事が掲載されており、

反社会的な行為を称賛する内容となっていました。 

  ３番は、誘拐婚について記事があり、現代においては考えられない行為に

ついて詳細に描かれており、青少年に不適切な内容となっていました。 

  ４番は、全体の３分の１以上芸能人に関する記事になっていて、誰にでも

簡単に手に取ってもらえるようなハードルを下げた内容となっていました。 

全冊を通じて、表紙からだけでも情報過多で、青少年に不適切な情報が数

多く見受けられました。 

 

【遠藤会長】 

 皆さんと同じように、全冊指定でお願いします。 

 １番は、殺人行為を誘発し、４番では、新しい麻薬が紹介されており、全体

的に具体的な犯罪の手口を紹介する内容となっていて、青少年の健全な育成を

阻害するおそれがあるものでした。 

以上、審議会としましては、全冊指定ということで答申させていただきます。 

 

（５） その他 

    次回の開催予定は、令和３年５月 11 日（火）に開催予定として、詳細は後日連

絡する旨説明。    

 

 


